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募金ありがとうございます

緑の募金にご協力を
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「
緑
の
募
金
で
ふ
せ
ご
う
地

球
温
暖
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
緑
の
募
金
で
森も

り林
を
元
気
に

「
春
の
緑
の
街
頭
募
金
」〈

指
導
普
及
課
〉

に
、
公
益
社
団
法
人
高
知
県

森
と
緑
の
会
主
催
に
よ
る
「
春

の
緑
の
街

頭
募
金
」

が
、
四
月

一

五

日
、

高
知
市
中

央
公
園
及

び
帯
屋
町

商
店
街
で

行
わ
れ
ま

し
た
。

　

出
発
式

で
、
新
木

局

長

か

ら
「
緑
の

募
金
活
動

は
、
一
人

ひ
と
り
の
志
を
集
め
森
を
育

み
、
地
球
環
境
に
貢
献
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
森
林
・
林
業

の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
や

関
心
を
深
め
る
意
義
深
い
活

動
」
と
の
激
励
の
挨
拶
の
あ

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
ら
が
、
「
緑
の
募
金
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
大
き

な
声
で
道
行
く
人
々
に
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
春
ら
し
い
暖
か

な
日
和
と
、
中
央
公
園
で
行

わ
れ
て
い
る
緑
の
週
間
行
事

と
相
ま
っ
て
、
帯
屋
町
商
店

街
は
普
段
以
上
の
人
通
り
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

多
く
の
方
か
ら
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

春
の
募
金
活
動
は
、
五
月

三
一
日
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金

は
水
資
源
の
森
づ
く
り
や
緑

「
四
万
十
川
源
流
に
お
け
る

森
林
整
備
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

〈
計
画
課
〉

　

三
月
一
六
日
、
梼
原
町
長

と
四
国
森
林
管
理
局
長
と
の

間
で
「
四
万
十
川
源
流
に
お

け
る
森
林
整
備
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定

は
、
四
万
十

川
へ
良
質
で

豊

か

な

水

を
供
給
す
る

た
め
、
平
成

一
四
年
に
締

結
さ
れ
た
協

定

を

引

き

継
ぐ
も
の
で

す
。

くろしお君も募金活動

新木局長（左側）と梼原町長（右側）

の
少
年
団
の
育
成
、
国
際
緑

化
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
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分
収
造
林
制
度
の
活
用
に

よ
る
芹
川
地
区
国
有
林
に
お

け
る
整
備
事
業
の
更
な
る
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ

と
相
ま
っ
て
国
有
林
の
事
業

を
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て

住
民
の
期
待
に
沿
っ
た
森
林

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
当
た
っ
て
、
新

木
局
長
か
ら
は
、
「
森
林
管
理

局
と
し
て
も
四
万
十
川
へ
良

質
で
水
量
豊
か
な
水
を
供
給

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
重
要

な
協
定
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
、
取
り
組
む
整
備

事
業
と
相
ま
っ
て
国
有
林
の

施
業
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ

て
住
民
の
期
待
に
沿
っ
た
森

林
整
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
梼
原
町
長
か
ら
、

　

四
月
二
日
、
平
成
二
四
年

度
新
規
採
用
者
三
名
の
入
庁

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
木
局
長
よ
り
辞
令
が
手

　
　 

入  

　
庁
　  

式

〈
総
務
課
〉

「
芹
川
地
区
の
森
は
梼
原
町
の

水
源
の
森
と
し
て
欠
か
せ
な

い
森
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ

の
森
か
ら
生
ま
れ
る
一
滴
の

水
が
四
万
十
川
の
百
九
十
六

キ
ロ
の
流
れ
に
の
っ
て
太
平

洋
の
鯨
も
育
む
な
ど
、
国
有

林
と
連
携
し
た
活
動
は
大
変

意
義
深
い
も
の
だ
と
考
え
て

お
り
、
我
々
も
一
生
懸
命
森

づ
く
り
を
し
て
参
る
考
え
で

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

渡
さ
れ
、
入
庁
者
を
代
表
し

て
、
芦
原
さ
ん
（
経
理
課
）

が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
局
長
か
ら
、
訓

示
が
あ
り

林
野
庁
職

員
と
し
て

ス
タ
ー
ト

を
切
る
日

に
当
た
り
、

「
笑
顔
」「
感

謝
」
「
前
向

き
」
と
い

う
言
葉
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

『

常

に

「
笑
顔
」
で

明
る
い
職

宣誓書を読み上げる芦原さん

場
づ
く
り
に
心
が
け
、
職
場

を
取
り
巻
く
関
係
者
の
皆
様

方
に
「
感
謝
」
の
念
を
忘
れ

ず
、
ま
た
、
私
た
ち
は
、「
山
」

の
仕
事
を
し
て
お
り
、
「
山
の

恵
み
」 

を
利
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

山
や
自
然
に
も
感
謝
す
る
。

　

「
塞
翁
が
馬
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
仕
事
で
も
良
い
時
、

悪
い
時
が
あ
り
ま
す
。
失
敗

し
た
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
後
か
ら

そ
れ
が
覆
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
起
こ
っ
た
こ
と
は
起

こ
っ
た
こ
と
と
し
て
、
分
析

の
意
味
で
反
省
は
必
要
で
す

が
、
そ
れ
を
く
よ
く
よ
し
て

も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

前
進
す
る
た
め
の
必
要
な
プ

ロ
セ
ス
、
自
分
に
と
っ
て
の

貴
重
な
勉
強
で
あ
っ
た
と
し

て
、
現
在
、
そ
し
て
将
来
に
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香
川
森
林
管
理
事
務
所
長

真
鍋　

宏
二

○
昭
和
五
三
年
四
月

　

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
一
年
四
月

　

�

四
国
森
林
管
理
局
総
務
部

専
門
官
〈
契
約
適
正
化
〉

○
平
成
二
四
年
四
月�

現
職

愛
媛
森
林
管
理
署
長阿

久
津　

聡

○
昭
和
五
七
年
四
月

　

林
野
庁
採
用

○
平
成
二
二
年
四
月

　

�

中
部
森
林
管
理
局
富
山
森

林
管
理
署
長

○
平
成
二
四
年
四
月�

現
職

四
万
十
森
林
管
理
署
長

�

河
岡　
　

裕

○
昭
和
四
七
年
四
月

　

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
一
年
八
月

　

�

関
東
森
林
管
理
局
天
竜
森

林
管
理
署
長

○
平
成
二
四
年
四
月�

現
職

嶺
北
森
林
管
理
署
長松

本　

一
喜

○
昭
和
四
八
年
四
月

　

高
知
営
林
局
採
用

○
平
成
二
二
年
四
月

　

�

四
国
森
林
管
理
局
総
務
部

総
務
課
長

○
平
成
二
四
年
四
月�

現
職

向
け
、
「
前
向
き
」
に
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
、
職

場
の
仲
間
で
す
。
国
有
林
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
国

民
の
森
林
」
と
言
っ
て
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
進

め
、
名
実
と
も
に
「
国
民
の

た
め
の
森
林
」
と
し
て
い
こ

う
と
い
う
方
向
で
あ
り
ま
す
。

国
民
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
』
と
の
訓
示
が

あ
り
ま
し
た
。

入庁式（新木局長を囲んで）


